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[研 究 報 告 要 旨 ]

調 査研 究の対 象地 は 東京都 都 市 整備 局 が指 定 す る 「東京都 木 造 密集地 域 整備

事業 対 象地 区」 で あ る。 震 災 な どの 災害 が起 きた場 合最 も危険 なJL域 で あ る と

指 定 され る。 この 整備 事業 対 象地 区 は 東京都 の 中 で リン グ状 の絵 を描 く (木 密

リン グ )。 歴 史的 に み る と関 東大 震 災 と、 東京 大 空 襄 に よ る都 市 破 壕 の 後 の復

興 と都 市拡 張 期 間 に イ ン フ ラが設 け られ ない ま ま乱 開発 され た地 域 で あ る。 し

か し者いこに近 く利 便性 が 高 い事 か ら、 現 在 も 多 くの 居住 者 を抱 えて い る。

この地 l・k(木 密 リン グ )は 葉 脈 の よ うに 細街 路 が 入 0組 み、 公 園 な どの 公的

な空地 が少 ない密 集 した住 宅地 で あ る。 土 地 は細 か く細 分 化 して所 有 され て お

け、 人 4‐ の 開発 は 困難 で あ る。

木造 密集 市街地 整備 は 東京 とい う都 市 の 大 きな都 市 問題 で あ る と同時 に、 =

住者

`市

と して の 東京 とい う都 市 の可 能性 を示 して い る。 我 が国 の 人 口の増カロが

止 ま り東京都 の 区部 で は世 帯 数 人数 が 2,0を 切 る とい う社 会状 況 の 変換 点 をむ

か え、 これ までの都 市 拡 張 を前 提 とす るもの とは異 な る者

`市

構 想 が求 め られ て

い る。 都 市 化 社会 が終 焉 し都 市型 社会 に移 行 して い るなか で、 産 業 を中 こ と し

た IF・ 市 で は な い生 活 を中 ヾ と した都 市 構 想 の提 案 は、 この地 域 (木 密 リン グ )

の未 来構 想 の なか に 求 め られ て い る もの で あ る。

本論 て は道 路 整 備 を軸 と した開 発 で は な く、 既 存 の街 の構 造 を .I価 した漸 次

的 な 更新 に よ る、 都 市 変 容 の 可 能 性 を検 討 す る。 そ の 際、 2012年 に や1定 され

た 「木 密 不 燃 化 10年 プ ロ ジ ェ ク トJに お い て、 先 行 整 備 地 区 と され た 12地

E/1の リサ ー チ を地 図 ベ ー スに 行 い、 12地 区 を類 型 化 し、 そ れ ぞれ に通 した 更

新 方法 を検 討 した。

自動 車 の ため の 道路 で は な く生 活者 の ため の道 路 を どの よ うに設 け る こ とが

で きるか。 コ ミュニ テ イ を支 え る小 さな イ ン フ ラ整備、 コ ジ ェネ等 自動 的 な地

域 発 電 の 可 能性、 職 住 を近 接 した混 在型 の コ ンパ ク トな地 l・k社 会 を構 築す る手

法 な ど、 大規模 な マ ス ター プ ラ ンで は な く小 さな地 域 社 会構 築 の提 案 で あ る。


